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試験体シリーズを表 1,試験体の寸法を図 2 に,表 2
に試験体に用いた H 型鋼梁のフランジ(9mm),ウェブ
(6mm)それぞれの 1 号試験片により 4 体の引張り試験
結果の平均値を,(a)炭素繊維プレート,(b)接着剤の機
械的性質を表 3 にそれぞれ示す. 
試験体は,全長 3000mm の H 型鋼(H-250×125×6×9)の
下フランジ下面に ,中弾性型炭素繊維プレート
(ML50×2)を中央部 900mm に 2 列 1 層及び 4 層部分接






その 1 接着応力の分布 
 
玉井 宏章*，中村 憲一**，陣川 晃司***. 
Cyclic Loading Test on Rehabilitated Steel Beam Bonding CFRP Plates 
Part 1 Distribution of Bond Stress 
by 
Hiroyuki TAMAI*, and Kenichi NAKAMURA**, and Koji JINKAWA***
 
The authors have developed a tensile force strengthening method using bonded carbon fiber reinforced 
plastic (CFRP) plate to enhance the life of existing building.  
This paper showed the result of cyclic loading tests and the exact stress solution of adhesive. 
These results showed change of strain and stress distribution by cyclic loading. And showed the required 
length of adhesive from the strain distribution.  
 
































































































図 1 試験装置の概要 
(a) 1LB 試験体 
(b) 4LB 試験体 
図 2 試験体の概要 
表 1 試験体シリーズ 表 2 鋼材の機械的性質 
 






6 330 444 26.1 15.4以上
9 280 414 25.1 19.4
CFRP CFRP全長 接着層厚
枚 mm mm
1LB 1 900 0.95









































































































図 3 計測方法の詳細 
写真 1 計測装置 















































                     (1.a) 
ここに, 
 








軸方向の釣り合いから,a を図 4 の x について 0 から





                      (2) 
図 5(a)のような中央集中荷重を受ける部分補強梁の
接着応力を考える. 
CFRP 端部を原点に x 座標をとる. 
(b)に示す曲げを受ける部分補強梁の接着層の応力
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ここに 
 
                      (4.a) 
 
                 (4.b) 
 
lcは梁端部から CFRP 端部までの距離,(EI)cは複合材
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                      (7.a) 
 
と L が十分長いときは 
 
,     となるので 
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4. 理論実験結果とその考察 
実験結果を図 6～9 に示す.また解析値は 3 章の式と
表 4 の形状・材料定数を用いて各試験体について計算
した. 
 図 6 は,各試験体の荷重-中央たわみ関係である. 
 図 7 は,各試験体の下フランジ下面の縁歪を断面保
持 を 仮 定 し た 理 論 値 * と 実 験 値  の 関 係
を,x=700mm(鋼フランジ ),400mm(CFRP 端付近 )及び
100mm(CFRP 中央側)について示す. 










1) 図 6 より,荷重-変位関係は,線形関係にあり,1Hz 
   c d
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図 4 複合材の形状 
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(a) 1LB 試験体 (b) 4LB 試験体 
図 6 荷重-中央たわみ関係 
図 7 下フランジ下面の縁歪の予測 































































































(a) 1LB 試験体 (b) 4LB 試験体 
図 8 下フランジ下面の歪分布 
図 9 炭素繊維プレート,フランジ鋼板の垂直応力 













2) 図 7 より部分補強では,CFRP(補強領域)の縁歪の
断面保持を仮定した理論値は実験値より大きくな
る傾向にある. 





4) 図 9 により,CFRP 端からの距離が基準接着長さ
の 5 倍以上になると,CFRP の垂直応力c 及び鋼フ
ランジの垂直応力s はともに線形に変化する.接
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表 4 接着応力検討用形状・材料定数 
 













mm mm mm mm mm N・mm
1LB 205000 295000 3100 3642 200 95 0.95 900 125.5 100 750 8.852×1012
4LB 205000 295000 3100 3642 800 312 0.78 900 127 100 750 1.092×1013
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